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ドライTMRを用いた和牛の発育改善研究

研究内容

研究体制

JA西日本くみあい飼料株式会社の技術で開発されるドライ
TMR（商品名：まんぷくミックス）が和牛子牛の発育に及ぼす
影響を調査。ドライTMRを離乳後９０日齢の和牛子牛に給与し、
配合飼料との給与割合や給与方法等を検討するとともに、発育状
況を調査。
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畜産研究所
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ドライTMRとは （商品名 まんぷくみっくす）
2021年４月から一般販売を開始

JA西日本くみあい飼料株式会社倉
敷工場水島ｾﾝﾀｰで配合飼料とチモ
シー、オーツ、スーダン、アルファ
ルファを含む粗飼料などを加水しな
いでTMRにし、梱包したもの。
粗飼料と配合飼料をおおむね１：

１の割合で混合し、粗飼料はカット
されている。
出荷時の梱包形態は約１メートル

四方３５０ｋｇの角型のベール。
※TMR：TotalMixedRationの略で各飼料を均一に混

合したもの
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１ 試験期間と給与体系

２ 給与方法

8:30 9:00 15:30 16:000:00 24:00
TMR 配合

3〜6か月のみ
TMR 配合

3〜6か月のみ

8:30 9:00 13:30 14:000:00 24:009:30 16:00

ｽｰﾀﾞﾝ 配合 ﾁﾓｼｰ
11:00

牧草
カット ｽｰﾀﾞﾝ 配合 ﾁﾓｼｰ

（２）通常飼育の場合

（１）TMR体系の場合
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去勢牛 6093牛分離給与区、6095牛ﾄﾞﾗｲTMR給与区

雌 牛 6101牛分離給与区、6097牛ﾄﾞﾗｲTMR給与区
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左:分離給与区 6093牛(280日齢)
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右:ﾄﾞﾗｲTMR給与区 6095牛(264日齢)

通常の方法で分離給与した牛とドライTMRを給与した牛の容
姿の比較 写真はともに去勢牛

6093牛
体 高:110.4cm

十字部:114.4cm

体 重:283kg

胸 囲:152cm

腹 囲:189cm

胸腹差:37cm

6095牛
体 高:115.6cm

十字部:119.6cm

体 重:330kg

胸 囲:160cm

腹 囲:197cm

胸腹差:37cm

左:分離給与区 6093牛(280日齢) 右:ﾄﾞﾗｲTMR給与区 6095牛(264日齢)
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通常の方法で分離給与した牛とドライTMRを給与した牛の容
姿の比較 写真はともに雌牛

左:分離給与区 6101牛(233日齢) 右:ﾄﾞﾗｲTMR給与区 6097牛(255日齢)

6101牛
体 高:106cm

十字部:111cm

体 重:227kg

胸 囲:144cm

腹 囲:169cm

胸腹差:25cm

6097牛
体 高:117.8cm

十字部:122.2cm

体 重:318kg

胸 囲:154.5cm

腹 囲:189cm

胸腹差:34.5cm

左:分離給与区 6101牛(233日齢)

右:ﾄﾞﾗｲTMR給与区 6097牛(255日齢)

右:分離給与区 6101牛(233日齢)

左:ﾄﾞﾗｲTMR給与区 6097牛(255日齢)
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6095牛(264日齢)

体 高:115.6cm

十字部:119.6cm

体 重:330kg
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腹 囲:197cm
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ドライTMR給与区出荷前の容姿

6096牛(258日齢)

体 高:115.4cm

十字部:118cm

体 重:286kg

胸 囲:162.5cm

腹 囲:181cm

胸腹差:18.5cm
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ドライTMR給与区出荷前の容姿

6098牛(253日齢)

体 高:118.2cm

十字部:118.4cm

体 重:307kg

胸 囲:160cm

腹 囲:189cm

胸腹差:29cm
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6099牛(249日齢)

体 高:116.4cm

十字部:118.2cm

体 重:285kg

胸 囲:149cm

腹 囲:182cm

胸腹差:33cm

奇形(鼻曲)
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ドライTMR給与区出荷前の容姿
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体 高:117.8cm
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体 重:318kg
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腹 囲:189cm
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Ｒ３年の子牛市にドライＴＭＲを給与した試験牛（去勢）３頭
と、通常飼育した去勢牛２頭を出荷

試験牛は３頭とも四つ☆子牛に認定(左側３頭)

発育が揃っている

セリ場でも発育の
違いは一目瞭然
（左：試験牛）
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離乳後９０日齢から子牛市出荷の２６０日齢まで
TMRと分離給与で、総飼料給与量が同じであった
場合、１頭あたりの経費の比較

飼料 給与量(kg) 単価(円) 計(円)

人工乳 24 110 2,640

育成用配合 145 75 10,875

ﾄﾞﾗｲTMR 1,150 78 89,700

合 計 1,319 103,215

ﾄﾞﾗｲTMRの場合

分離給与の場合
飼料 給与量(kg) 単価(円) 計(円)

人工乳 23 110 2,530

育成用配合 720 75 54,000

チモシー 387 79 30,573

スーダン 54 73 3,942

ｲﾀﾘｱﾝ(自給) 135 30 4,050

合 計 1,319 95,095

ＴＭＲ体系にした場合、分離給与と比べ、その差は
１０３,２１５円ー９５,０９５円＝８,１２０円

若干の費用増加となるが、その金額は子牛のセリで
十分カバーできます！

試験牛 ３頭(去勢) 672,000円 318kg 274日 2,113円/kg
分離給与牛 ２頭(去勢) 547,000円 310kg 276日 1,765円/kg

R3.6/4子牛市場せり価格（平均） ＋12万５千円
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ﾄﾞﾗｲTMR 給与体系（2022.1月）
JA⻄日本くみあい飼料株式会社 共同研究
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ドライTMR

備　考
・配合(人工乳)メイン

・牧草に慣れさせる

・満5か月齢までは配合寄り

・15日程度かけて、人工乳から
育成飼料へ切り替える。

・満6ヶ月齢になるまでに徐々に育成飼料を
減らし、まんぷくみっくすを徐々に増量する。
（週1kgずつ等）

・規定量を給与して物⾜りないようであれ
ば、ドライTMRまたは粗飼料を追加

・肥育開始後に⻑めの粗飼料やワラを⾷べ
れるように、7ヶ月齢から⻑めの粗飼料やワラ
を少量追加してください（0.5〜1kg）
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参考

６／４の子牛市で、生産者に説明しています。
（共同研究者：くみあい飼料松本)


